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［寄稿］「核融合発電を目指して」
池田佳隆 国立研究開発法人量子科学技術研究開発機構六ヶ所核融合研究所所長

太陽のエネルギー源である核融合エネルギー

の実用化は、人類究極のエネルギー源と言わ

れ続けてきましたが、長年の研究開発の結果、

2025年頃運転開始し、2035年頃に50万kWの核

融合エネルギーの実証を目指すITER （国際熱

核融合実験炉）が、現在、日本、欧州、米国、

露、中国、韓国、インドの国際協力の基、南

仏で建設中です。

ITER計画の次は、核融合発電を目指す原型

炉であり、そこでは各国が自国の電力供給源

として自国に建設することになります。核融

合では二酸化炭素が発生しないことから、最

近の地球温暖化に対する世界的なカーボン

ニュートラル（温室効果ガス排出量実質ゼ

ロ）の動きに対して、核融合発電の実現を加

速しようとの動きが出ております。米国では

昨年12月に核融合エネルギー科学諮問委員会

が、2040年代までに核融合パイロットプラント

を建設するための準備を整えるとの提言を行

いました。欧州では、「欧州グリーンディー

ル」政策として、2020年12月に中間評価を行

い、2050年頃には発電を行う核融合原型炉を

建設すべきとの評価を行っております。さら

に英国では、2020年12月のエネルギー白書

「温室効果ガス排出ゼロの未来への強化策」

で、2040年までに商用利用可能な核融合発電

炉の建設を目指すと明記しました。アジア圏

においても中国では、ITERと並行して独自の

工学実証炉の建設計画が開始しており、それ

を踏まえて中国製発電炉を建設する予定であ

り、韓国においても、核融合発電原型炉の建

設計画の具体化の検討が進行中です。

さて我が国ですが、科学技術・学術審議会

の核融合科学技術委員会が2018年７月に策定

した「原型炉研究開発ロードマップ」では、

ITERが50万kWの出力を行う2035年頃に原型炉

の建設判断を行うとしております。またその建

設判断のためにはITER計画だけでなく、原型
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(写真１) 六ヶ所核融合研究所全景

ブランケット工学試験棟
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炉の高出力化等を研究するJT-60SA計画、核融

合反応で発生した中性子による材料損傷を予

測・評価するための核融合中性子源、その中

性子からエネルギーを取出すとともに燃料の

三重水素を生成するブランケット開発、そし

てITER等の最新データを取入れながら原型炉

の設計活動等を行う計画が必要であるとして

おり、六ヶ所核融合研究所（六ヶ所研）では、

これまで日欧国際共同事業であるBA活動を活

用して、核融合中性子源、ブランケット開発

そして原型炉の設計活動を進めてきました。

一方、原型炉は自国建設となることから、こ

れまでのBA活動と並行して我が国独自の活動

を加速する必要があります。このため六ヶ所

研としては、核融合炉の材料損傷を調べるだ

けでなく中性子を利用し医療用アイソトープ

製造等の新たな産業を興す我が国独自の核融

合中性子源「A-FNS計画」、ITERで我が国独

自のブランケット方式を検証する「ITER-TBM

計画」を立ち上げており、本年６月には、

六ヶ所研にその開発拠点となるブランケット

工学試験棟が竣工します。ここでは、我が国

が豊富な発電技術を有する高温高圧水ループ

を用いた我が国独自のブランケット方式を全

日本体制で開発する予定です（写真１）。更に

六ヶ所研には、我が国の大学や産業会の知

見・技術を結集し原型炉設計を行う「原型炉

合同設計特別チーム」が設置されており、こ

れまで同チームにより、核融合出力～150万

kW、電気出力～70万kWの我が国の原型炉プ

ラント概念が示されており（図１）、今後それ

に最新データを取入れながら2035年までに工

学設計を完了したいと考えております。

このように核融合研究開発は、長い基礎研

究からようやくエネルギー発生そして発電シ

ステムの姿を示すことができる段階になって

きました。今後、我が国の産業会の皆様には、

これまで以上に核融合原型炉に向けた活動に

加わって頂き、我が国が世界を牽引しながら

カーボンニュートラルに大きく貢献できる核

融合発電を実現していきたいと思う所存です。

宜しくお願いいたします。
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昨年７月に青森に着任し、ねぶた祭のない夏

と、記録的な豪雪の冬を乗り越えもうすぐ一

年になります。

この一年、仕事とプライベートで青森中を

巡りました。岩木山登山と嶽きみ、津軽鉄道

ストーブ列車とスルメイカ、仏ヶ浦遊覧とウ

ニ丼など、唯一無二のアトラクションとグル

メがセットになった、テーマパークのような

楽しさが青森の魅力の一つだと思っています。

唯一無二といえばねぶた祭ですが、本原稿執

筆中に残念ながら２年連続中止の報が流れて

しまいました。

産業面に目を向ければ、青森は一次産業が

盛んであり、また多様な再生可能エネルギー

生産施設や原子力発電所及びその再処理施設

を擁するなど、「食とエネルギー」という国

民生活の根幹を支える重要なエリアと認識し

ています。

NTT東日本はICT（情報通信技術）を活用し

た地域活性化の実現をミッションとしていま

すが、少子高齢化による労働人口の減少や地

球温暖化等の環境問題の深刻化など、持続可

能な社会を実現していく上で避けて通れない

課題が顕在化する中、最近ではDX（デジタル

トランスフォーメーション）の観点から、非

通信分野を含めてデジタル化とデータ活用に

よる課題解決に取り組んでいます。

例えば畜産分野において、IoTやAIを活用し

て畜産現場の生産性向上を実現するとともに、

畜糞バイオマス燃料サイクルを構築する子会

社も立ち上げ、域内でのエネルギーの地産地

消を実現する取り組みを行ったりしています。

このように地域での取り組み範囲が広がっ

ていく中、昨年11月には親会社の日本電信電

話株式会社（NTT）が国立研究開発法人量子

科学技術研究開発機構（量研）との連携協力

協定を締結しました。本協定によりNTTと量

研は、核融合エネルギーの実現に向けた共同

研究等に取り組むことで「革新的な環境エネ

ルギー技術の創出」を目指しています。また

その研究成果を、ITER計画等をはじめ世界へ

展開できるよう積極的に取り組んでいく考え

です。

カーボンニュートラルの実現に向けて、足

元から地道に再生可能エネルギーの生産能力

を高めていく取り組み等を積み上げていくこ

とと、先端研究を通じて革新的な技術開発を

行うことの両面から、NTTグループ全体で持

続可能な社会の実現、「ワクワクする青森」

の実現に貢献していきたいと考えています。

▼（参考）日本電信電話株式会社ニュースリリース

「日本電信電話株式会社と国立研究開発法人量子科学技術研究開

発機構連携協力協定の締結について」
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